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［この授業のねらい］人間が生きる基盤である生活領域は幅広く、人間、社会、自然・生態系が互いに関連していることを理解する。生活領域の今日
的課題を考察し、文献検索、調査、実験研究等の手法を用いて問題を解決する能力を養う。生活を題材として、総合的な学習等を指導するための指導
方法や技術を養う。
［授業の概要］人間社会、地域、家庭生活領域の中にある教育教材や研究課題を抽出する。それらの問題点、関係性を考察し、解決の道筋を考える。
実際に文献検索、調査、実験、実習などを通し、答えを導き出す。さらに、その結果をプレゼンテーションする。
 本演習は、社会経済の領域からアプローチする。考えられる研究課題として、以下の2例が挙げられる。
１）経済の観点から生活事象を俯瞰し、諸問題の解決能力を身につける。
 ①地球環境問題と生活者の視点から考える。②少子・高齢化社会における年金・医療・介護問題を考察する。③地方分権を地域住民の立場から考え
る。
２）人間と経済活動についての理解を深める。
  ①医療・介護における生活の質（ＱＯＬ）について考察する。②健康格差社会を経済学の視点から考える。③生活習慣病を経済学の視点から検討す
る。

第1回　オリエンテーション
第2回　問題の抽出と背景検討の具体例①医療
第3回　問題の抽出と背景検討の具体例②介護
第4回　問題の抽出と背景検討の具体例③保健
第5回　研究手法としての臨床経済学（報告と討論）①
第6回　研究手法としての臨床経済学（報告と討論）②
第7回　研究手法としての臨床経済学（報告と討論）③
第8回　研究手法としての臨床経済学（報告と討論）④
第9回　研究手法としての臨床経済学（報告と討論）⑤
第10回　問題抽出のための個別指導①
第11回　問題抽出のための個別指導②
第12回　問題抽出のための個別指導③
第13回　研究課題の報告①
第14回　研究課題の報告②
第15回　研究課題の提出

第16回　問題の背景検討のための個別指導①
第17回　問題の背景検討のための個別指導②
第18回　研究課題の背景の報告①
第19回　研究課題の背景の報告②
第20回　研究課題の背景の提出
第21回　解決法の検討のための個別指導①
第22回　解決法の検討のための個別指導②
第23回　研究課題の解決法の提出
第24回　プロジェクト研究の報告①
第25回　プロジェクト研究の報告②
第26回　プロジェクト研究の提出
第27回　研究結果発表（プレゼンテーション）①
第28回　研究結果発表（プレゼンテーション）②
第29回　研究結果発表（プレゼンテーション）③
第30回　相互評価

授業態度、レポート、プレゼンテーションを総合して評価する。

http://www.icc.ac.jp/


